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令
和
４
年
６
月
27
日

じゃがいもの
甘味噌カリカリ焼き

①じゃがいもの皮をきれいに洗い、一口大に切り、水に漬け
てでんぷんを取る。ざるにあげ、よく水気を取る。

②袋にじゃがいもと片栗粉を入れ、シャカシャカ振る。
③フライパンに少し多めの油を入れ温める。
④じゃがいもを入れ、フライパンをゆすって平らにならす。

途中でフライパンをゆすりながら中に火が通るまで、カリ
カリに焼く。

⑤揚げ焼きしている間に◎の調味料を合せておく。
⑥カリカリになったら、余分な油をペーパーでふき取る。
⑦⑤を一気に入れ、フライパンをゆすり、全体に味を馴染ま

せる。少し色づいたら火を止める。
⑧仕上げに、すりごまを振りかけ出来上がり。

作り方

じゃがいも�…２個（約250ｇ）

片栗粉………………大さじ２

◎砂糖�……………小さじ1.5

◎酢・みそ………各小さじ１

油………………………適量

すりごま（なくてもよい）

　………………………適量

材　料

まちなかまちなか 【お店紹介】

　平成23年４月に開業し、お陰様で創業12年目を迎え

ます。「Mahalo（マハロ）」はハワイ語で“ありがとう”

という意味があり、覚えやすく親しみ易い言葉だった

のでこのネーミングにしました。毎週水曜日、第２・

４木曜日は定休日となっています。

【こだわり】

　鹿追産の農畜産物を主に使用し、季節の野菜を使っ

たパスタやピザ、月替わりパフェが当店の人気メニュ

ーです。お客様に心から喜んでもらいたい、そんな想

いで作っています。

【鹿追町農業へエールを】

　日頃より、農家の皆様には大変お世話になりありが

とうございます。基幹産業の農業が益々発展し、鹿追

町全体がこれまで以上に活気ある町になる事を心から

お祈りしています。

【読者へのメッセージ】

　オープン以来、町民の皆様には大変お世話になりあ

りがとうございます。これからも皆様に喜んで頂ける

よう、日々精進して参ります。お誕生日ケーキやオー

ドブル、お持ち帰りピザもご用意出来ますので、お気

軽にご相談下さい。

探訪
まちなかまちなか

cafe Mahalocafe Mahalo
代表　代表　吉田　早人吉田　早人さんさん
鹿追町東町２丁目６　鹿追町東町２丁目６　☎☎66-367866-3678
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第11次農業振興計画を含む全議案が承認される第11次農業振興計画を含む全議案が承認される

農協賞を山崎広志氏が受賞農協賞を山崎広志氏が受賞��

JA鹿追町 通常総会通常総会をを開催開催
第74回第74回

　

５
月
27
日
、
令
和
４
年
度
の
事
業
計
画
等

を
審
議
す
る
為
、
第
74
回
通
常
総
会
を
当
Ｊ

Ａ
大
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、
昨
年

に
引
き
続
き
議
決
権
行
使
書
面
に
よ
る
議
決

を
基
本
と
す
る
開
催
と
な
り
、
正
組
合
員
２

７
２
人
（
う
ち
法
人
40
）
の
う
ち
、
２
６
５

名
の
出
席
（
議
決
権
行
使
書
面
２
４
９
名
、

本
人
出
席
16
名
）
の
も
と
、
令
和
３
年
度
事

業
報
告
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画
の
他
、
全

７
議
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
11
次

農
業
振
興
計
画
は
「
前
進
～
時
世
を
切
り
拓

く
協
同
の
力
～
」
を
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
と
し

て
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
土
づ
く
り
を
基
本
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
等
の
先
端
技
術
を
活
用
し
た

ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
や
、
生
産
性
向

上
・
規
模
拡
大
に
よ
る
所
得
拡
大
と
共
に
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
持
続
可
能

な
農
業
経
営
の
展
開
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
度
事
業
で
は
、
種
子
馬
鈴
し
ょ
の
Ａ

Ｉ
カ
メ
ラ
稼
働
に
よ
る
無
選
別
原
料
受
入
、

野
菜
予
冷
庫
冷
媒
設
備
更
新
、
肉
牛
施
設
新

設
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
バ
ラ
配
送
実
施
に

伴
う
対
応
、
生
乳
計
画
生
産
に
向
け
た
支
援
、

Ａ
コ
ー
プ
鹿
追
店
改
装
、
車
輛
整
備
工
場
増

設
、
排
水
対
策
と
有
機
物
投
入
に
よ
る
収
量

性
の
高
い
畑
づ
く
り
対
策
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
コ
ン
サ
ル
強
化
、
加
工
業
務
用
キ
ャ
ベ

ツ
の
計
画
的
な
委
託
収
穫
と
個
人
収
穫
体
系

の
確
立
、
飼
養
管
理
改
善
コ
ン
サ
ル
の
強
化
、

経
営
移
譲
・
大
型
投
資
へ
の
経
営
コ
ン
サ
ル
、

法
人
化
対
応
相
談
の
強
化
・
推
進
、
労
働
力

支
援
対
策
、
農
業
後
継
者
・
女
性
農
業
者
の

Ｊ
Ａ
経
営
参
画
の
促
進
、
未
婚
農
業
経
営
者
・

後
継
者
に
対
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
づ
く
り
支
援

等
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
亘
り
取
り
組

み
営
農
支
援
の
強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

更
に
出
資
増
口
等
に
よ
り
財
務
の
健
全
化

を
図
る
と
共
に
、
青
年
部
・
女
性
部
・
熟
年

会
及
び
広
報
活
動
も
重
視
し
、
地
域
社
会
へ

貢
献
す
る
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
美
蔓
地
区
の
山
崎

広
志
氏
に
農
協
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
崎
氏
は
父
・
文ふ

み

夫お

氏
か
ら
農
業
経
営
を

受
け
継
ぎ
、
畑
作
経
営
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
麦
・
て
ん
菜
を
中
心
に
高
収
益
作
物
で

あ
る
野
菜
の
作
付
を
行
い
、
町
内
平
均
を
下

回
る
経
営
面
積
に
あ
り
な
が
ら
、
高
い
レ
ベ

ル
の
収
量
を
維
持
し
、
常
に
安
定
し
た
農
業

所
得
を
確
保
す
る
経
営
を
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
11
年
、
小
麦
収
穫
作
業
で
コ
ン
バ
イ

ン
に
右
足
を
巻
き
込
ま
れ
、
右
足
を
切
断
す

る
と
い
う
大
怪
我
を
負
い
ま
し
た
が
、
こ
の

大
き
な
困
難
を
不ふ

撓と
う

不ふ

屈く
つ

の
精
神
で
乗
り
越

え
ら
れ
た
姿
は
、
本
町
農
業
者
の
模
範
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
基
盤
強
化
の
為
、
堆
肥
を
投

入
し
た
土
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
た
結
果
、

令
和
３
年
の
て
ん
菜
は
、
直
播
栽
培
で
本
町

の
過
去
最
高
と
な
る
反
当
り
７
，
０
４
３
㎏

の
実
績
を
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

堅
実
な
畑
作
経
営
で
あ
り
な
が
ら
も
、
先

進
技
術
情
報
を
的
確
に
掴
み
、
令
和
３
年
に

町
内
初
の
無
人
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
を
導

入
す
る
等
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
取
り
入
れ
る
事

で
、
人
手
不
足
の
中
で
も
適
期
作
業
を
逃
す

こ
と
な
く
高
収
量
を
常
に
維
持
す
る
体
系
作

り
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
６
月
か
ら
平
成
26
年
５
月
ま
で

農
村
改
善
事
業
推
進
部
会
の
部
会
長
と
し
て
、

ま
た
、
長
き
に
亘
り
、
し
か
り
べ
つ
高
原
野

菜
出
荷
組
合
の
役
員
を
務
め
ら
れ
、
Ｊ
Ａ
事

業
推
進
に
重
要
な
役
職
を
担
い
、
鹿
追
町
農

業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
る
等
、
そ
の
功
績
は

大
き
く
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

開会の挨拶をするＪＡ木幡組合長

農協賞を受賞された
美　蔓　山崎　広志さん　　　

　　　　　　　千春さん
ご夫妻

　

鹿
追
町
農
業
の
振
興
と
Ｊ

Ａ
事
業
に
貢
献
さ
れ
『
農
協

賞
』
を
受
賞
さ
れ
た
山
崎
さ

ん
に
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

　

「
こ
の
度
の
農
協
賞
受
賞

に
あ
た
り
、
大
変
光
栄
に
存

じ
ま
す
。
23
年
前
、
右
足
を

失
い
試
行
錯
誤
し
て
き
ま
し

た
が
、
Ｊ
Ａ
、
各
関
係
機
関
、

と
り
わ
け
地
域
の
皆
様
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
の
時
、
皆
様
か
ら
応
援

を
頂
い
た
お
陰
で
農
業
を
続

け
る
事
が
出
来
、
こ
の
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
賞
を
受
賞
す

る
事
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」

と
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

「
と
か
ち
鹿
追
牛
」（
Ｆ
１
）
飼
養
牛
舎

「
と
か
ち
鹿
追
牛
」（
Ｆ
１
）
飼
養
牛
舎

��

建
設
工
事
安
全
祈
願
祭
執
り
行
わ
れ
る

建
設
工
事
安
全
祈
願
祭
執
り
行
わ
れ
る

　

６
月
８
日
午
前
10
時
か
ら
当

Ｊ
Ａ
肉
牛
事
業
に
伴
う
離
乳
牛

舎
・
育
成
牛
舎
・
堆
肥
舎
及
び

倉
庫
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭
を

笹
川
地
区
㈱
ノ
ー
ス
ワ
ン
フ
ァ

ー
ム
の
建
設
地
に
お
い
て
執
り

行
い
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
木
幡
組
合
長
を
は
じ

め
、
矢
萩
和
幸
㈱
ノ
ー
ス
ワ
ン

フ
ァ
ー
ム
代
表
取
締
役
、
工
事

関
係
者
等
、
総
勢
14
名
に
よ
り

工
事
の
無
事
と
安
全
を
祈
願
し
、

神
職
を
お
招
き
し
て
、
安
全
祈

願
の
儀
を
行
い
無
事
に
納
め
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
建
設
す
る
牛
舎
は
、
町

内
で
生
ま
れ
た
初
生
ト
ク
（
Ｆ

１
）
を
肥
育
し
て
い
る
㈱
ノ
ー

ス
ワ
ン
フ
ァ
ー
ム
の
老
朽
化
し

た
牛
舎
の
建
て
替
え
と
今
後
の

増
頭
に
備
え
る
為
の
も
の
で
、

離
乳
牛
舎
２
棟
、
育
成
牛
舎
２

棟
、
堆
肥
舎
及
び
倉
庫
１
棟
を

建
設
し
ま
す
。

　

新
し
い
牛
舎
で
健
康
に
育
つ

牛
は
、
よ
り
安
全
・
安
心
で
美

味
し
い
「
と
か
ち
鹿
追
牛
」
と

な
り
皆
さ
ん
の
食
卓
に
上
が
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

牛
舎
の
完
成
は
、
令
和
５
年

４
月
中
の
予
定
で
す
。

こんげつこんげつの表紙表紙

牡羊座　3/21～4/19
【全体運】性急になり過ぎないよう行動をセーブして。じっくり取り組めば好結果に。衝動買いに注意。下旬は勝負強さあり
【健康運】食べ過ぎは思った以上のダメージに。運動を
【幸運を呼ぶ食べ物】ズッキーニ

牡牛座　4/20～5/20
【全体運】努力の成果が目に見えやすく、やりがいを感じられるとき。新しいチャレンジも吉と出ます。予定は早めに立てて
【健康運】目の疲れに注意を。頭痛は甘く見ないで
【幸運を呼ぶ食べ物】サクランボ
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JAの事業紹介JAの事業紹介
営農部　農産課　農産指導業務・農産販売業務
農産指導・農産販売はどのような仕事をしているの？

農産指導業務

農産販売業務 農産物の集荷・販売を行っています。

畑作物の営農コンサルや馬鈴しょや豆類・小麦の種子の出庫
及び管理作業を行っています。

種子馬鈴しょ防疫検査補助

国から支払われる交付金の申請、支払までの事務手続きを行っています。

種子馬鈴しょ貯蔵施設の運営管理

小麦 てん菜 大豆 そば 澱原用馬鈴しょ
鹿追町では交付金
対象作物を５品目
作付しています。

適正な肥料の使用に向けた

土壌の施肥設計コンサル

圃場に赴き、変化に気づき、

生産者の営農を支えます。

精算事務を正確に行う様

心掛けています。

小麦・馬鈴しょ・てん菜・豆類・そばの精算及び

明細書を作成し各生産者へ配布を行っています。

生産者に向けた栽培指導

（青空教室・技術懇談会）

双子座　5/21～6/21
【全体運】高め安定運。周囲の協力を得やすくなっています。１人で頑張ろうとせず周りに声をかけて。充実感がアップ
【健康運】音楽鑑賞が癒やしに。香りの良いお茶も吉
【幸運を呼ぶ食べ物】高原キャベツ

蟹座　6/22～7/22
【全体運】太陽の恵みを受けて大きな成果が期待できます。気になっていたことを調べたりするのもお勧め。うれしいお誘いも
【健康運】友人と過ごす何げない時間が元気回復に
【幸運を呼ぶ食べ物】スイカ

衛星画像を用いた

小麦の収穫適期の

予測をサポート

人
事
異
動

令
和
４
年
６
月
１
日

〈
採
用
〉

専
門
職
員　

営
農
部
畜
産
課

　
　
　

（
乳
牛
育
成
牧
場
業
務
）

 

名
須
川
　
寿
　
和

専
門
職
員　

営
農
部
畜
産
課

　
　
　

（
乳
牛
育
成
牧
場
業
務
）

 

高
　
橋
　
史
　
也 渡

わた

邊
なべ

　誠
まさ

也
や

生
年
月
日　

平
成
11
年
12
月
７
日

出 

身 

地　

鹿
追
町

抱　
　

負　

少
し
で
も
早
く
ヘ
ル
パ
ー

の
仕
事
に
慣
れ
て
先
輩
方
の
足
を
引
っ

ぱ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
農
家
で
の
機
械
事
故
、
交
通

事
故
の
無
い
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

新人紹介新人紹介

㈲鹿追町デーリィー
㈲鹿追町デーリィー

サービスカンパニィ
サービスカンパニィ

ゼロカーボンシティの実現に向けて
～公用車２台に水素燃料電池車を導入～

　

鹿
追
町
が
宣
言
し
た
２
０
５
０
年

度
迄
に
町
内
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
目
指
し
て
、
当

Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
水
素
燃
料
電
池
車

を
２
台
導
入
し
ま
し
た
。（
町
内
全

体
で
19
台
導
入
）

　

鹿
追
町
は
バ※

イ
オ
マ
ス
を
利
用
し

た
町
と
人
・
環
境
に
優
し
い
地
域
循

環
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、

バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
電
気
や
発
生
し
た

バ
イ
オ
ガ
ス
か
ら
電
気
や
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
作
る
他
、
水
素
を
製
造
し
て

い
ま
す
。

　

５
月
29
日
に
は
、
家
畜
糞
尿
由
来

の
バ
イ
オ
ガ
ス
か
ら
水
素
を
製
造
・

販
売
す
る
国
内
唯
一
の
施
設
「
㈱
し

か
お
い
水
素
フ
ァ
ー
ム
」
が
開

設
し
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
と
地
産
地
消
に
よ
る
基
幹

産
業
の
農
業
を
活
か
し
た
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
循
環
型
の
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献
す
る
と
共
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
が
示
す
持
続
可
能
な
社

会
の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　コントラ課では一番牧草の収穫作業を６月６日

から開始し、約2,350ヘクタールの収穫を６班体

制の総勢約50名で進めています。

　本年度は不安定な天候が続いていますが、良質

なサイレージ確保に向け安全作業・安全運転を第

一に収穫作業を進めて参ります。

※
バ
イ
オ
マ
ス

家
畜
糞
尿
や
生
ご
み
等
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
再
生
可
能
な
有
機
性

の
資
源

水素を充填している様子
「㈱しかおい水素ファーム」の水素ステーション

（中鹿追）

ＪＡで導入したトヨタ「ミライ」
（満タン走行距離約450km）

一
番
牧
草
収
穫
が
順
調
に
行
わ
れ
る
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YELL

中瓜幕　大久保 瑛斗くん

将来は農家になってお父さん将来は農家になってお父さん
� みたいにトラクターに乗りたい� みたいにトラクターに乗りたい

　

今
回
は
中
瓜
幕
地
区
で
畑
作

経
営
を
さ
れ
て
い
る
大
久
保
慎

也
さ
ん
・
央ち

か

さ
ん
の
長
男
の
瑛

斗
君
（
７
歳
）
に
お
話
を
伺
い
、

好
き
な
事
や
思
い
出
、
将
来
の

夢
や
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

○
好
き
な
事
や
頑
張
っ
て
い
る

事
は
何
で
す
か
？

　

踊
る
の
が
大
好
き
で
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
教
室
に
通
っ

　このコーナーでは組合員の子ども達を紹介し、今頑

張っている事や心に残る思い出、将来の夢、農業を営

むお父さんとお母さんへのメッセージ等を写真を交え

て紹介し、農業を頑張るお父さん・お母さん方にエー

ルを送るコーナーです。

に
行
っ
た
事

で
す
。

○
将
来
の
夢

は
何
で
す

か
？

　

農
家
に
な

っ
て
お
父
さ

ん
み
た
い
に

ト
ラ
ク
タ
ー

を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
お
母
さ

ん
の
作
っ
て
く
れ
る
ポ
テ
ト
サ

ラ
ダ
が
一
番
好
き
で
す
。

○
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
に
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し 左から次女愛

あ

結
ゆ

さん（９歳）、瑛斗くん、長女里
り

恋
こ

さん（12歳）

発表会でダンスを披露する瑛斗くん

お父さんの慎也さん

て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

や
発
表
会
が
あ
る
の
で

毎
週
練
習
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

○
心
に
残
る
思
い
出
は

何
で
す
か
？

　

小
学
校
の
運
動
会
で

大
玉
転
が
し
を
し
た
事

で
す
。
ま
た
、
家
族
で

十
勝
川
温
泉
に
泊
ま
り

に
乗
り
た
い
で
す
。

○
お
父
さ
ん
と
お
母
さ

ん
は
ど
ん
な
人
で
す

か
？

　

お
父
さ
ん
は
、
よ
く

ダ
ジ
ャ
レ
を
言
っ
て
い

ま
す
。
お
も
し
ろ
く
な

い
け
れ
ど
、
た
ま
に
お
も
し
ろ

い
事
を
言
っ
て
笑
わ
せ
て
く
れ

ま
す
。

　

お
母
さ
ん
は
、
と
て
も
優
し

く
て
、
い
つ
も
お
い
し
い
ご
飯

ま
す
。

　

お
父
さ
ん
、
い
つ
も
お
仕

事
を
頑
張
っ
て
く
れ
て
ど
う

も
あ
り
が
と
う
。
怪
我
に
は

気
を
つ
け
て
ね
。

　

お
母
さ
ん
、
い
つ
も
美
味

し
い
ご
飯
と
ダ
ン
ス
の
送
り

迎
え
を
し
て
く
れ
て
ど
う
も

あ
り
が
と
う
。

獅子座　7/23～8/22
【全体運】上昇運です。一筋縄ではいかないことも諦めずに続ければゴールへと前進。迷ったときには初心に返って◎
【健康運】頑張り過ぎは禁物。休憩を入れましょう
【幸運を呼ぶ食べ物】トウガラシ

乙女座　8/23～9/22
【全体運】あれこれやりたいことが出てきそう。状況を整理して優先順位をつけて。頼まれ事を引き受けると、そこから開運
【健康運】スポーツにツキあり。体を動かして
【幸運を呼ぶ食べ物】エダマメ

北鹿追　村瀬　寿
ひさ

幸
ゆき

さん

～組合員一人～組合員一人ひとりがひとりが主人公、主人公、
積極的積極的ににJA事業JA事業にに参画参画しし

� 提言� 提言をしてをして欲欲しいしい～～

　

今
回
は
昭
和
56
年
５
月
か
ら
平
成

14
年
５
月
迄
の
７
期
に
亘
り
当
Ｊ
Ａ

監
事
を
歴
任
さ
れ
た
北
鹿
追
の
村
瀬

寿ひ
さ

幸ゆ
き

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

◯
鹿
追
町
農
業
を
振
り
返
っ
て
心
に

残
る
思
い
出
、
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
し
て
欲
し
い
事
は
何
で
し
ょ
う

か
？ 

　

役
員
に
就
任
し
た
昭
和
56
年
は
、

台
風
に
よ
る
豪
雨
で
農
作
物
が
大
き

な
被
害
を
受
け
、
昭
和
58
年
に
は
低

温
や
日
照
不
足
で
大
冷
害
と
な
り
、

農
家
経
済
は
と
て
も
苦
し
い
状
況
で

し
た
。
当
時
は
経
営
を
立
て
直
す
為

に
負
債
を
ど
う
軽
減
す
る
か
、
昼
夜

を
問
わ
ず
役
員
同
士
で
話
し
合
っ
て

い
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

役
員
を
退
任
し
て
20
年
が
経
ち
ま

す
が
、
組
合
員
の
弛
ま
ぬ
努
力
と
Ｊ

Ａ
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
の
指
導
も

あ
っ
て
、
鹿
追
町
農
業
は
飛
躍
的
に

発
展
し
、
昨
年
過
去
最
高
の
農
業
生

産
高
を
達
成
す
る
事
が
出
来
た
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
幾
多
の
困
難
が
あ

り
ま
し
た
が
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り

が
相
互
扶
助
の
精
神
で
乗
り
越
え
て

来
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
先
行
き
不

透
明
な
農
業
情
勢
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
人
た
ち
と
の
繋
が
り
や

　このコーナーでは、鹿追町農業がこれからも豊かで

力強く発展していく為に大切に思う事等を元ＪＡ役員

の方にお聞きし、協同の意識や地域との繋がり等、次

代を担う農業者や地域の方々へのメッセージを紹介し

ていくコーナーです。

昭和59年５月、新役員の皆さんと撮影した記念の一枚
（後列右端が寿幸さん（当時52歳、2期目））

助
け
合
い
の
心
を
大
切
に
し
て
欲
し

い
で
す
。

○
鹿
追
町
農
業
が
豊
か
に
発
展
し
て

い
く
為
に
大
切
だ
と
思
う
事
は
何

で
す
か
？

　

組
合
員
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
一
人
ひ
と

り
が
「
Ｊ
Ａ
鹿
追
町
の
基
本
理
念
」

を
し
っ
か
り
と
心
に
留
め
て
、
第
11

次
農
業
振
興
計
画
の
達
成
に
向
け
て

一
生
懸
命
取
り

組
む
事
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、

農
村
女
性
が
も

っ
と
地
域
社
会

で
活
躍
出
来
る

よ
う
に
、
男
性

は
女
性
の
考
え

方
を
よ
く
理
解

し
尊
重
し
合
い
、

女
性
が
活
躍
し

易
い
環
境
を
作

っ
て
い
く
事
が

大
切
だ
と
私
は

思
い
ま
す
。

○
組
合
員
や
Ｊ

Ａ
役
職
員
に

一
言
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

農
協
は
組
合

員
一
人
ひ
と
り

が
主
人
公
で
す
。
協
同
組
合
の
精
神

〝
一
人
は
万
人
の
た
め
に
、
万
人
は

一
人
の
た
め
に
〟
の
心
を
忘
れ
ず
、

積
極
的
に
Ｊ
Ａ
事
業
に
参
画
し
提
言

を
し
て
欲
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
皆
さ
ん
は
、

組
合
員
の
生
活
向
上
の
為
に
こ
れ
か

ら
も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

次代へ繋ぐ



89

～このコーナーでは青年部活動や部員が今伝えたい事等を写真でわかり易く紹介していきます～

畑作専門委員「第１回学習会」を開催

農薬の基礎的知識及び効果的な散布方法について学びました

ＪＡ鹿追町青年部では、新たに１名の部員が入部しましたのでご紹介致します。

プロフィール紹介

畑作専門委員長　加藤　　晟
あき

青年部青年部今今こそこそ

　６月20日、ＪＡ２階研修室において第１回目の畑作専門委員学習会を開催しました。

営農部今田審議役を講師に招き、10名の部員が参加し、農薬の基礎的知識及び効果的な

散布方法について学習しました。農薬の適正な在庫管理について学んだ後、土壌・茎葉

処理剤、殺虫剤の特性や天候等による農薬の効果的な散布方法について学習しました。

　参加した部員からは、日頃疑問に思っている事等、沢山の質問が上がり、短い時間で

したが充実した学習会にする事が出来ました。私も今までなんとなくしか農薬について

知らなかったのでとても勉強になりました。また、日頃から作物を良く観察する事の大

切さと少量散布をする事でコストを削減し、環境にも優しい事を学び、今後の防除作業

で実践したいと思います。

天秤座　9/23～10/23
【全体運】最初は戸惑うことが多そうですが、次第に好転。慌てずゆっくり進めれば望んでいた方へと向かえます
【健康運】健康診断は受けて◎。冷えに気をつけて
【幸運を呼ぶ食べ物】ブルーベリー

蠍座　10/24～11/22
【全体運】ハプニングの気配が。ドキッとすることがあっても冷静に。災いを転じて福となします。臨機応変に動きましょう
【健康運】体を動かす前に準備体操を。腰は大切に
【幸運を呼ぶ食べ物】トウガン

新入部員の紹介（JA鹿追町青年部）

春
か す が い

日井　愁
しゅう

地 区 名　上然別

生年月日　平成15年４月25日

経営形態　畑作専業

趣　　味　ギター・ランニング

抱　　負　自分なりに早く役に立てるよう、精一杯頑張ります。

～このコーナーでは学習会や懇談会、研修旅行や作品づくり等、女性部の活きいきとした活動を紹介致します～

三部合同防災講習会～地震に対する防災について～

喜楽会日帰り研修～四季彩の丘・フラノマルシェ～

女性部女性部きらり
☆

きらり
☆

　６月13日、女性部・フレッシュミズ・喜楽会

三部による合同講習会を23名の参加の下実施し

ました。

　昨年度も行った防災講習会ですが、今回は日

本全国どこでも起きる可能性がある災害の一つ

「地震」に対する防災について、前回に引き続

き、防災士である埴渕裕司氏（㈱おしゃれハウ

スはにぶち店長）を講師に講習会を行いました。

　屋内で地震に遭遇した場合は、まず上・周り

を見て落下物等が無い事を確認してから安全な

部屋に移動する、屋外の場合も同じように周り

を確認してから行動する等、冷静に状況判断す

る事が大切だと教えて頂きました。

　最後に、「普段から「今ここで地震が起きたら？」

と考えるクセを付ける事が、安心材料となり自

分自身や大切な人を守る事につながります」と

言葉を頂き、講習会を終了しました。

　６月17日、３年振りとなる喜楽会日帰り研修

を14名が参加し実施しました。

　まず、富良野ナチュラクスホテルにて昼食を

取り、見学先である美瑛町の四季彩の丘に向か

いました。６月中旬という事もあり、花の見頃

はもう少し先ではありましたが、トラクターバ

ス「四季彩ノロッコ号」に乗って花畑を見学し

たり、アルパカ牧場でアルパカと触れ合ったり、

皆さん楽しんでいました。

　見学後、富良野市にあるフラノマルシェへと

向かいました。フラノマルシェには、2,000種

類以上の富良野ブランドを扱う物産センターや

農産物直売場等があり、皆さん両手一杯に買物

を楽しまれていました。

　雲行きが怪しい時もありましたが、見学中は

雨に当たる事も無く、充実した１日となりました。

今回は地震の防災について学びました

笑顔が素敵な参加者の皆さん

講師の埴渕氏（前列中央）と一緒に

かわいいアルパカと触れ合いました



ワキ芽
（葉のつけ根から出る芽）

残すワキ芽

摘み取るワキ芽

摘み取るワキ芽

残すワキ芽

※�主枝とワキ芽（２本）の
３本立てにします。

主枝

主枝

側枝
側枝

ワキ芽を摘み取る

３本仕立て

茎主柱

あそび

1011

　二重枠に入った文字を、Ａ→Ｅの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？ ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

①
前
の
反
対
側

③
梅
雨
が
明
け
れ
ば
夏
本
番
。

が

増
し
ま
す

⑥
神
社
で
神
事
に
奉
仕
す
る
女
性

⑦
土
用
干
し
を
す
る
漬
物

⑧
窒
素
（
78
％
）、
酸
素
（
21
％
）
な

ど
が
含
ま
れ
ま
す

⑩
音
を
聞
き
取
る
器
官

⑫
波

を
上
げ
て
船
が
進
む

⑭
七
夕
飾
り
や
短
冊
を
つ
る
し
ま
す

⑯
カ
ブ
ト
ム
シ
が
集
ま
る
木
の
一
つ

⑱
歌
謡
曲
な
ど
の
前
奏
の
こ
と

⑳
唱
歌
「
夏
の
思
い
出
」
の
歌
詞
に
出

て
く
る
地
名

㉒
継
続
は

な
り

㉓
列
車
を
走
ら
せ
る
た
め
に
敷
き
ま
す

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
７
月
の
第
３
月
曜
日
は

の
日
。

国
民
の
祝
日
で
す

②
お
遍
路
さ
ん
が
巡
り
ま
す

③
ム
チ
と
の
使
い
分
け
が
大
切

④
開
く
と
花
が
咲
き
ま
す

⑤
そ
う
め
ん
を
ゆ
で
て
い
る
途
中
に
入

れ
る
人
も
い
ま
す

⑦
泳
げ
な
い
人
の
強
い
味
方

⑨
夏
の
土
用
の

の
日
に
は
ウ
ナ
ギ

を
食
べ
る
と
良
い
と
い
わ
れ
ま
す

⑪
輪
島
や
呼
子
の
も
の
が
有
名

⑬
蚕
の
繭
か
ら
作
る
繊
維

⑮
鉄
が
さ
び
る
の
は
こ
の
化
学
変
化
に

よ
る
も
の
で
す

⑰
京
都
の
夏
を
彩
る

祭

⑲
酔
う
と
こ
の
猛
獣
に
な
る
人
も

㉑
１

－

１
＝

　

な
お
、
期
日
ま
で
に
お
引
取
り
に
な

ら
な
け
れ
ば
無
効
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す

の
で
、
お
早
目
に
お
引
取
り
下
さ
い
。

　

〈
当
選
者
〉 

（
敬
称
略
）

　

正
解
者
176
名（
応
募
総
数
187
名
）の
中

か
ら
抽
選
に
よ
り
次
の
方
々
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
お
手
数
で
す
が
７
月

末
日
ま
で
に
Ａ
コ
ー
プ
鹿
追
店
サ
ー
ビ

ス
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
受
取
り
下
さ
い
。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ラ ベ ン ダ ー
でした。〈

６
月
の
正
解
〉

〈
応
募
方
法
〉

　

別
紙
の
解
答
用
紙
に
答
え
を
記
入
し
、

Ｊ
Ａ
鹿
追
町
経
営
課
、
金
融
店
舗
、
Ａ

コ
ー
プ
鹿
追
店
、
ホ
ク
レ
ン
鹿
追
給
油

所
、
瓜
幕
事
業
所
、
東
瓜
幕
事
業
所
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
応
募
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
投

函
し
て
下
さ
い
。
応
募
の
締
め
切
り
は

７
月
10
日
で
す
の
で
、
以
降
は
無
効
と

な
り
ま
す
。

　

毎
月
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り

20
名
の
方
に
Ａ
コ
ー
プ
商
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
商
品
は
、「
エ

バ
ラ
黄
金
の
味
さ
わ
や
か
檸
檬
３
６
０

ｇ
」
で
す
。
多
数
の
ご
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
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〔451回〕

〈今月の抽選者は私です〉

泉町４丁目　川
かわ

村
むら

　心
しん

くん（５歳）

トマト・ミニトマト

一番目の花が咲き、生長してくると茎や葉のつけ根から芽が盛んに
出てきます。（わき芽）
トマトは基本的には一本立てにしますので、「わき芽」は全て摘み
取りましょう。
※�実を大きくし、日当たりや風通しを良くし、病害虫の発生を少な

くします。
●主柱を立て誘引しましょう。
竹などで主柱（高さ160㎝～180㎝位）を立て、トマトが倒れないよ
う茎をひもで数回ねじり、主柱と茎の間にあそびをつけます。
●授粉作業をしましょう。
実をつけやすくする為、花の花粉がついてから花の房を軽く揺する
か、市販のホルモン剤（トマトトーン）をスプレーで花に散布しま
しょう。（着果を促す効果があります。）
ホルモン剤は同じ花に２度散布しないよう注意して下さい。（２度
かけると実が奇形になります。）
食紅で色を付けると分かり易いです。
●摘心（新芽を摘み取ること）をします。
主柱の高さ位に茎が伸びると５～６花房がつきますので、一番上の
花房の上の葉を２枚残して摘心しましょう。
●追肥
各果房の２～３果目が10円玉程度になったら追肥をしましょう。
１回１㎡あたり50ｇ程度の化学肥料をトマトの株元にまき、土に軽く混ぜます。茎が太く上の葉がカールしてい
る場合は、追肥を控えます。
※一度に多く追肥をすると根が傷んだり、果実の尻腐れが出る事がありますので注意して下さい。
●収穫
開花してから約50～60日で収穫出来ます。
家庭菜園の場合は真っ赤に色づいた時（完熟）に収穫しましょう。
※市販のトマトは多くは赤くなりはじめた時に収穫し、店頭に出るまでの間に全体が赤くなります。

なす

●わき芽摘み
定植後、生長し一番目の花（一番花）の下のわき芽を２本残して、その下のわき芽は全部摘みとりましょう。
※�日当たりが悪くなると実のなりが悪くなるので、中まで光が透る

ようにしましょう。
●主柱を立てる
風で倒れないよう主柱を立てましょう。結ぶ時はトマトと同じく、
茎を主柱に数回ひもをねじりあそびをつけます。
●追肥
実がつき出してから、化成肥料を１本10ｇ位まき、土とよく混ぜま
しょう。その後の追肥は生育の状況をみて通路わきにしましょう。
●収穫
開花後２週間くらいで収穫できます。
はじめはあまり大きくすると株が弱りますので、早目に収穫し、あとは好みの大きさになったら収穫しましょう。

ピーマン・ししとう

●３本仕立てにします。
移植してから３週間位で側枝が盛んに出てきますので、勢いがよく強そうな枝を
２本残して、３本仕立てにしましょう。
●主柱をたてる
（なすと同じです。）
●追肥
生長をみながら１ヵ月１～２回程度追肥をしましょう。（方法はなすと同じです）
●収穫
ピーマンは株が弱らないように、あまり大きくならないうちに収穫しましょう。
ししとうは開花後３週間位で好みの大きさで収穫します。

ＪＡグループ北海道ＨＰ「チャレンジ家庭菜園」より抜粋

家 庭 菜 園家 庭 菜 園

定 植 後 の 管 理定 植 後 の 管 理

射手座　11/23～12/21
【全体運】うっかり口を滑らせないようご用心。頼られ過ぎて困る場合が。助けてほしいときはあなたからもＳＯＳを出して
【健康運】冷たい物の取り過ぎに注意。胃腸をいたわって
【幸運を呼ぶ食べ物】スルメイカ

魚座　2/19～3/20
【全体運】良好です。一つずつ状況が改善していきます。会話の機会を多く持つよう心がけましょう。楽しい発見があるはず
【健康運】野菜たっぷりのメニューで元気はつらつ
【幸運を呼ぶ食べ物】ピーマン

　野菜の定植も終わり、順調に育ちはじ
めているかと思いますが、これから主な
作物の楽しみな収穫までの大切な管理方
法等についてポイントを紹介します。




